






























































A New Approach to Arts and Crafts Education:
Using Input from a Multitude of Outside Sources to Produce Richer,  more Creative Projects.
Kenji KOMATSU
高岡短期大学紀要　　第１７巻　　 平成１４年３月

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図２１ 木象嵌技法の講演風景 図２４ 留学生による講演会の風景
図２０ 椅子の布張り技法の指導風景
図２２ 写真撮影技法の実演風景
図２３ レザークラフト技法の講演風景
メラマン養成学校に進学し、レザークラフト
技法の受講生の数人は現在でも講師のもとに
通って勉強を続けている。
５－６　教員の専門性の活用
伝統的地場産業が抱える問題の一つは、確
立された伝統工芸技能や産業技術を受け継い
でいるにも関わらず、具体的に何を作ったら
いいのか分からないという深刻な悩みであ
る。一方教員の多くは、発想や審美眼に優れ
ていたとしても、個人で修得した技能や知識
には限りがあり、従って作るものや発想は個
人の能力の範囲に制限される点である。ここ
に両者が融合する余地があるように思われ
る。教員から見れば、地場産業界が抱える問
題は対岸の火事としてやり過ごすこともでき
よう。しかし一歩踏み込んで現場の問題に耳
を傾け、今日の生活者のニーズや流行、そし
て伝統技能を応用した発想方法を提案するこ
とは、決して難しいものではないだろう。そ
の場合、他の専門分野と連携してたり、学生
参加型の授業として企画することも一つの方
法ではないかと思われる。
６　おわりに（今後の展望）
本稿では、従来の美術工芸教育に対する疑
問を挙げ、それに対する課題の取り組みを紹
介してきた。課題立案に関して考慮してきた
点は、課題の運営が大学の中だけで完結しな
いように注意し、地域の企業や個々の機関と
のつながりのもとで、社会の要求に応える教
育の場となるように仕立てることであった。
そして連携課題は何を導くのかという点をは
っきりと認識することが重要であった。それ
は次のような点である。
１）学生の学び方やもっと学びたい意欲の
芽生えを導き出す
２）学生に社会性を持った美術工芸教育を
提供する
３）学生の学習姿勢から進路の適性を示唆
し、自分探しを手助けする
４）個人個人の教員の研究内容を社会との
具体的連携に結びつける
今後は、さらに多様な企業と連携したり、
一見無関係に思える分野との接合を考慮した
ものに拡大していきたいと考えている。例え
ば「先用後利」の経営手法で知られている富
山の薬業界と連携して「薬箱のデザイン」を
課題にしたり、エコロジーという視点から
「廃材を利用した照明器具製作」という課題
などが考えられる。定着した知名度を財産と
して活用したり、学生の意識を社会問題に差
し向けることもできよう。一方、実技授業の
舞台を学内に設定して、学園生活の中で必要
と感じる物を制作して設置することも一案で
ある。作品を使用するユーザとしての経験を
積み重ねることが、優れた使用者の感覚を養
うからである。
学生作品の販売についても積極的に考える
必要があろう。量産課題を試みて販売し、収
益は研修旅行や授業運営に活用することが考
えられる。この場合には、学生に材料を支給
して教育サービスを提供し、学生作品は大学
の財産として販売できるような運営方法を組
織化する必要がある。また卒業生をはじめと
する人的ネットワークの構築や、社会人とし
て、あるいはユーザとしての視点から厳しい
評価がフィードバックされる仕組みも欠かせ
ない。
さて、こうした課題に対しては「社会との
連携や経営を考慮した美術工芸教育は、逆に
大学の本来を切り捨て世俗化させる危険性が
ある」という指摘もありうる。しかし、大学
を必要とするユーザの側に視点を置き、教え
る側が自分達の論理で長年正しいと思いこん
できたことに疑問を投げかける必要はあるだ
ろう。学生の作品に表れる成果は、良い点も
悪い点も教員が課した課題と指導の反映であ
る。問題点には冷徹な反省を加えて、美術工
芸教育の課題の役割を拡大させることが、学
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生の多様なニーズに答えると同時に、本学の
魅力につながるのではないかと考えている。
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にかけて実施したものです。課題の立案、運
営は、筆者が一人で行ったものばかりではあ
りません。特に複合造形研究授業は、金属工
芸コースの石井克己助教授、漆工芸コースの
高橋誠一助教授とともに行うことのできた授
業です。また、私の担当授業を現場でサポー
トして下さった内藤裕孝助手、講評会に参加
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注釈
＊１ã鳥正夫氏（東横学園女子短期大学学長）に
よる高岡短期大学特別講演、１９９８。
＊２中央職業能力開発協会及びõ全国技能士会
連合会主催の技能グランプリでは、各競技
分野ごとに詳細な採点項目と方法が明記さ
れていて、各項目ごとに２～３点刻みの採
点が行われている。
＊３ここで紹介する授業の内、複合造形研究授
業についての企画運営は、本学産業造形学
科の金属工芸コースの石井克己助教授、漆
工芸コースの高橋誠一助教授と合同で行っ
たものである。また、指物法で行った授業
では、木材工芸コースの内藤祐孝助手にサ
ポートしていただいた。
＊４蝋山昌一氏　国立高岡短期大学学長
＊５戸田祐希利氏　国立高岡短期大学　平成１２
年度専攻科１年生
＊６この授業は本学専攻科を卒業したのち、ス
ウェーデンのカペラ・ゴーデン美術工芸学
校に留学した新貝徹氏の援助によって実現
したものである。
また、この幼稚園を紹介して下さったのは、
本学産業デザイン学科の立浪勝教授である。
＊７スウェーデン、エーランド島ビックルビー
にある美術工芸学校。設立は１９５８年。創立
者は家具デザイナーのカール・マルムステ
ン。染色・織り、陶芸、木工、菜園の４コ
ースを持つ。この授業には家具インテリア
科の学生１２人が参加した。
＊８社会福祉法人黒川保育園、富山県射水郡小
杉町黒川
＊９小松研治・内藤裕孝：「共同課題による工
芸品制作の試みーカペラ・ゴーデン美術工
芸学校の作品に学ぶ」、研究助成報告書、ú
富山県高等教育振興財団平成１０年度、２０００．
４発刊、ｐｐ．７０～７８．
＊１０国立高岡短期大学施設内１２カ所のトイレに
設置
＊１１複合造形研究授業は産業造形学科金属工芸
コースの石井克己助教授、漆工芸コースの
高橋誠一助教授、木材工芸コースの筆者（小
松研治）と、産業デザイン学科ビジュアルデ
ザインコース、武山良三助教授が連携して
行った。
＊１２岡崎喜久治氏　岡崎ヤスリ製作所　富山県
高岡市庄和町　全国でも数少ない手打ちヤ
スリの制作をしていた。平成１４年３月逝去。
＊１３複合造形研究授業　授業担当者は産業造形
学科金属工芸コースの石井克己助教授、漆
工芸コースの高橋誠一助教授、木材工芸コ
ースの筆者（小松研治）が行った。
＊１４５チームはそれぞれのチーム名を独自に考
案して命名した。「BANY」はチームメンバ
ーの名前の頭文字を並べたもの。
＊１５金森　仁志氏　金森銅器加工所所長　高岡
市金屋町在住
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＊１６金森　仁志氏ホームページ参照
http://www.vl.takaoka-nc.ac.jp/hkanamor/home/
＊１７国立高岡短期大学創己祭にて販売した。店
舗は本学談話室を利用した。開催期間は平
成１３年１１月２３～２４日。
＊１８中嶋輝男氏　ó中嶋工藝社社長　富山市四
方テクニカルパーク内
＊１９漆風呂制作に至った経緯は、本学産業造形
学科、漆工芸コースの根本曠子教授より漆
風呂制作依頼が学生にあり、漆風呂のニー
ズがあることを知ったことに始まる。
＊２０平川　大（ひろし）氏　国立高岡短期大学
平成１３年度専攻科２年生
＊２１複合造形研究授業、授業担当者、産業造形
学科、石井克己助教授、高橋誠一助教授、
筆者（小松研治）による「バターナイフ」の
講評会。
＊２２金子隆亮氏　高岡デザイン工芸センター
デザインディレクタ （ー旧富山インダストリ
アルデザインセンター、デザイン部長）
＊２３島津勝弘氏　島津環境グラフィックス有限
会社社長　高岡市二口町
＊２４国立高岡短期大学産業デザイン学科ビジュ
アルデザインコースの武山良三助教授
＊２５ñタカタレムノス　現代的なデザインを得
意とする時計会社　高岡市早川
＊２６麻生　譲氏　ñタカタレムノス デザイナー
＊２７高田　博氏　ñタカタレムノス社長
＊２８中嶋輝男氏　ó中嶋工藝社社長　富山市四
方テクニカルパーク
＊２９佐治武士氏　佐治刃物製作所所長　福井県
武生市池の上町刃物工業団地内
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